
中村専務理事による中締めのご挨拶 

 

高い所から失礼致します。日本風力発電協会の専務理事を務めております中村と申します。

本日は皆様ご多用の中かくも大勢の方々にご臨席賜りまして誠に有難うございます。心か

ら御礼を申し上げます。 

このような盛大な会を催すことが出来ましたのもまさに風力発電への高まる期待の表れで

あると、このように理解をしております。但し、期待というのは我々が果たさなければな

らない義務と表裏をなしている、その様にも考えております。冒頭高本代表理事がご挨拶

で申し上げましたように、風力発電の導入拡大には期待が高まっておりますが、その分我々

がなさなければいけない、あるいは取り組んでいかなければならない課題はたくさんござ

います。私ども風力発電協会は会員あるいは業界が一丸となってそういう多くの課題に誠

実に一つずつ確実に取り組み、着実な風力発電の導入拡大にまい進して参りたいと、その

ように考えております。今後とも皆様の一層のご理解とご支援ご指導を賜りますようお願

い申し上げます。 

それでは中締めということでございますので、一本締めということで締めさせて頂きます。

御唱和をお願致します。よーお！パン！ 

 

 

 


